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☑

☑

☐

☐

☑
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35,959ｋｇ

５回 ５回（維持）

項目 災害協定の締結の維持

34,880ｋｇ

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 弊社から排出させるCO2量３％削減

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

社員参加で県道及び市道の清
掃（カーブミラー清掃）の実施
2022 年 3 回
→2025 年 5 回

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

1 級土木施工管理技士合格
2022 年 0 人
→2025 年 ２ 人

新規採用は2名を達成したが１名が退職した。目標には近
づいたが未達となった。福利厚生や資格制度取得のため
の勉強が充実していることなどの発信を上手く出来てい
なかったと反省する。

項目 社員参加で県道及び市道の清 掃の実施

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

・頻発する自然災害等への早期対応 現状（2025年） 更新時（3年後）

新規採用の実施の有無
2022 年 8 人
→2025 年 ９ 人

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

災害協定締結率：100％

前期の指標に対する実績

災害協定締結率：100％(維持)

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認
ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

1 級土木施工管理技士合格
2022 年 0 人
→2025 年 1 人

前期の指標に対する実績

社員教育を充実化し、資格保有者率を向上させることで、
より高品質な業務を提供する。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

1 級土木施工管理技士合格者２名を達成し、目標人数を
上回ることが出来た。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 工事現場ごとに毎回清掃活動を行っていくことで目標を
達成することが出来た。

社員参加で県道及び市道の清
掃（カーブミラー清掃）の実施
2022 年 3 回
→2025 年 5 回

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

発注者・協力業者・材料関係者及び社員とのコミュニケーションや連携を強化することにより、
社会からの信頼と期待に応えられる社内体制を整備する。経営に関して、地域の商工会に相
談し自社磨きを行っていく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

雇用維持、新規採用
新規採用の実施の有無
2022 年 8 人
→2025 年 10 人

地域環境の改善、清掃活動

経済

環境

事業者名 有限会社梅田建設

主に、河川工事、道路工事、1 年間通じての道路修繕維持業務委託を通じ社会インフラを確立させ、天草
市民の安全確保を図ると共に、社員が満足する職場環境に努め、地域社会に貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

・エコアクション２１とリンクした環境負荷の低減
を図る。

・社会貢献活動（ボランティア）の実施


